
 
 
 
 
 
 
 

基礎・基本が大切！ 

校長 森田 勝二 

２学期が半分過ぎました。運動会以降、子供たちに骨

折などのけがが見られたので、昨日の全校朝会で気を付

けるように話しました。加えて、廊下歩行についてもふ

れ、「自分の命は自分で守る」態度を身に付けることを

確認しました。 

 話は変わりますが、奄美地方に「家慣れどぅ 外慣れ」

という教えがあります。 

「家ですることは、そ 

のまま外でもしてしま 

う。」ということです。 

子供はまず身近な親、 

大人のしぐさや言動を 

見よう見まねで覚え、 

見習い育っていくもの 

であり、この幼少期までのしつけが将来大きく影響する

と言われます。そうした体験を経て学校生活も始まるの

で、学習の第一歩はすでに家庭から始まっているのです。 

  ある著名な料理の先生の話で、「料理は真心である。

真心は下味で決まる。それは、目には見えないものであ

り、また、下味付けは時期が大切である。時期を失うと

意味がなくなる。この基礎がしっかりしていると、どん

なものでもおいしくいただける。」ということを聞いた 

ことがあります。教育で 

も料理でも共通すること 

は、基礎が大切であり、 

時期を失わないことだと 

思います。学童期の子供 

たちでも、その時々のし 

つけは大切です。 

学校では、「あいさつ」「廊下歩行」「靴（スリッパ）

並べ」等、重点的に取り組んでいますが、不十分なとこ

ろなどあります。今後も指導を継続していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

我々、大人が身近にできることをやり遂げることが、

子供の幸せにつながることを自覚し、実践していきし

たいものです。 

 

 

 4 年生が総合的は学習の時間で福祉について学んでい

ます。高齢者の生活について調べ、体験・交流すること

でより豊かな社会づくり 

について考えています。 

例年、長寿園の皆さんと 

の交流の中で多くのこと 

を学んでいます。 

【認知症サポーター講座】 

 長寿園の職員の方々を 

講師に、認知症について学んだり、車いす体験高齢者の

体の動きを模擬体験したりするなどしています。今年は、

リモートで実施しました。 

【高齢者施設の皆さんとの交流】 

 こちらも直接会っての交流が難しく、Zoomを使った

リモート交流でした。クイズや手品、ダンスや寸劇など

子供たちの工夫を凝らしたプログラムで施設の高齢者の

みなさんと交流を深めました。 

 リモート交流で、本当につながるのかな？と心配にな

りましたが、さすが ICTの発展した時代に生まれ育った

子供たちです。交流先の相手にどんな見え方・伝わり方

がしているかをよく考えていました。カメラに向かって

手を振ったり、笑顔で答えたりするなどカメラの向こう

側にどう写っているかを意識しながら発表していまし

た。豊かな表現力に感心させられました。子供たちも高

齢者の皆様も大満足の交流になり、とても充実した時間

を過ごし、学びを深めることができました。 

 

 

 感染症まん延防止対策として 9 月に予定していた修

学旅行説明会を10 月8日(金)に実施しました。今回は、

学校会場とWeb配信でのハイブリット開催をしました。  

今後の学校行事の公開や授業参観・学級 PTA の開催

の在り方について、新しい方法を探ることができました。

ICT を効果的に活用し、教育活動をより一層充実させて

いきます。 

 

 

 5 年生が取り組んでいる米づくり。地域の皆様や保護

者の皆様の御協力をいただきながら育ててきました。 

 10 月 6日(水)には、稲刈り。10月15日(金)には脱

穀をすることができました。今年の夏は雨が続いたので

作況が気になるところでしたが、豊作でした。代かきか

ら始まり、田植え、草抜きやタニシの駆除などたくさん

の作業を進めました。お米のでき具合に子供たちも大満

足の様子でした。それぞれの子供たちが、多くの体験を

通して自然の大きさ、 

食べ物の大切さなど 

について豊かに感じ、 

学ぶことができまし 

た。ご協力いただき 

ました皆様に感謝申 

し上げます。 

 

 

 11 月 1 日(月)より 5 日(金)までの 5 日間は、学校を

自由に参観することができます。子供たちの頑張る姿を

ぜひご覧になってください。なお、県内各小中学校でも

同様の取組をしております。なお、来校の際は、検温・

手指消毒に御協力をお願いいたします。 
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鹿屋小 銀 杏 

長寿園 リモート交流 
豊作！ 5年生米づくり 

リモート開催等の ICT の効果的活用を進めます 

心のふるさと鹿屋小週間 

古への 道を聞きても 唱へても   

わが行いに せずばかひなし 

（昔から伝わる立派な教えをいくら聞いても、 

またどれだけ口先で唱えても、 

自分で実行しなければ何の役にも立たない。） 

    島津日新公「いろは歌」より 

『縄跳びエイトマン』に挑戦 

6 年生･ボランティア清掃 



 
 

【鹿児島県図画作品展】 

 県市議会議長会会長賞 新地 夢翔④ 

 

【税に関する絵はがきコンクール】 

 入 選  鵜瀬 桜彩⑥  柴田 椿⑥ 

 学校賞  鹿屋小学校 

 

【鹿屋市環境フォーラム2021 ポスターコンクール】 

 佳 作  板倉 樹②  板倉 遥④ 

 

【鹿屋市文化祭】 

最優秀賞 田尻 洸太⑤ （絵画） 

優秀賞  久保 篤弘③ （書道） 

川﨑 優衣④ （書道） 

      濱弓場 颯⑥ （俳句） 

 特 選  平原 明日真②（作文） 

      久保 桜子② （書道） 

      西薗 沙羅⑤ （作文） 

 入 選  前山 皇③  （短歌） 

      菅原 誠吾④ （絵画） 

 
※ 市水泳記録会・陸上記録会は次号に掲載します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 わたしたち大人が知っておきたいこと、心がけたいこ

と等を毎月少しずつ紹介しています。子供たちの更なる

成長に繋げていきましょう。 

★子供の「価値」を引き出しましょう！★ 
 「ほめられる」ことは、子供たちにとっても、大人に

とってもうれしいものです。『ほめる』ことは、子供たち

のやる気を引き出します。些細なことであっても、子供

たちの頑張りなどの行動を認め、そのよさを伸ばしてい

きましょう。 

＜ ほめ方のコツ ＝ 短く太くほめる ＞ 

１ 感嘆詞を使う。 

    おー（感嘆）、あ～（納得）、いい！（同意） 

２ 行動をそのまま２回言う。 

    うん、書いてる、書いてる！ 

３ 続けるべきであることを伝える 

    そう、その調子！  そのまま続けて！ 

※ 大切なのは、「言い方」より「タイミング」。 

大人っぽいほめ方を期待する子供への 

ほめ言葉ベスト５ 

＜ つい…やってしまいがち ＞ 

ほめ言葉には、皮肉の意味をこめない 

「やればできるじゃない！」 

（いつもは、ちゃんとやらないからできないんだ） 

「今日はがんばっているじゃない！」 

（普段はサボっている） 

  
 
 
【11 月】 

 １日(月) 地域が育む｢かごしまの教育｣県民週間 

キャリア教育講演会(４～６年) 

 2 日(火) 第 2回学校運営協議会 

 2日(火) おもちゃまつり(2年生) 

 3 日(水) 文化の日 

 6 日(土) PTAバザー → 中止 

１０日(水) ６年生修学旅行(～11日)  

１３日(土) 芸術鑑賞会 

１３日(土)  緊急時引き渡し訓練 

１７日(水) 5 年生集団宿泊学習(～18 日) 

１９日(金) 一日遠足(１～４年生) 

２０日(土) 家庭生活ふりかえろう週間(～26日) 

２３日(火) 勤労感謝の日 

２９日(月) 持久走大会試走 

３０日(火) 学級 PTA(１～６年生) 

 

【12 月】 

 6日(月) 学期末特別校時(月～木20分早く下校) 

１１日(土) 校内持久走大会(1～6年生) 

２４日(金) ２学期終業式 

２５日(土) 冬休み(～1/10) 

 

【1月】 

１１日(火) ３学期始業式 

１８日(火) 鹿児島学習定着度調査(５年生) １日目 

１９日(水) 鹿児島学習定着度調査(５年生) ２日目 

２５日(火) 消費生活講座(５年) 

２７日(木) 鹿屋中学校入学説明会 

３１日(月) 幼保小連絡会 

11 月･12月･1 月  学校行事予定 特別支援教育コーナー 入賞おめでとう 

①深いなぁ！  ②鋭いなぁ！ 

③大きいなぁ！ ④違うなぁ！ 

⑤助かるなぁ！ 


